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【記載例】ｐ２について 

 

・ 短い時間を活用して特定の教科等の指導を行い、その時間を年間授業時数に含める場合、その旨を記載する。について 

  

例えば、15分の計算練習を週に３回実施することを算数の授業にカウントするものとして教育課程を編成した場合、１

週間で 45 分（１コマぶん）となり、年間 35 週では 35 コマぶんを年間時数（コマ数）としてカウントすることができる。 

  ただし、あくまでも算数の授業としての扱いであることから、年間指導計画に組み込み、評価をする必要もある。 

 

 

・ ≪小学校記載例≫の授業の年間時数は、授業時間を 45分とした場合に必要な時数（コマ数）として記載されている。 

よって、授業時間を 40 分にするなど、短い時間で設定する場合は、総授業時数を確保するために、年間時数（コマ数）

を多く設定する必要があり、≪小学校記載例≫のとおりの年間時数（コマ数）とはならないので注意が必要。 

計算の方法としては、合計の授業時間を分（ふん）に換算して計算する。例えば、５年社会の≪小学校記載例≫の年間

時数は 100コマ。これは、45分×100コマ＝4500分（これが総授業時数）ぶんの授業時間を確保する必要があるという意

味。よって、40分で授業をする場合であっても、年間の授業時間の合計が 4500分を下回らないように年間時数（コマ数）

を計算し、その計算した年間時数（コマ数）を教育課程の届出書及び実施報告書に記載する。また、そのような方法で実

施する場合は、備考欄にその旨が分かるように説明を記載すること。（中学校も同様の考え方） 
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【留意点】 

・通常どおり、小学校 45分、中学校 50分で実施する場合は、表に示された

年間時数（コマ数）が必要である。 

・小学校の授業を 40分、中学校の授業を 45分で実施する場合、時間を短く

した分、それに伴って、総授業時数（分）を確保するために年間時数（コ

マ数）は増えることになる。よって、授業時間を短くして実施した場合、

年間時数（コマ数）自体は 1086コマを超えることも考えられる。（この場

合は分（ふん）に換算して確認する。総授業時数（分）が小学校は 45 分

×1086コマ＝48870 分、中学校は 50分×1086 コマ＝54300分を超えてい

ないかどうかを確認する。） 
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